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ウミウやカワウを利用して魚を捕る「鵜飼い」。鵜の姿は、
保渡田八幡塚古墳（高崎市）出土の埴輪にも見られ、日本
の鵜飼いは1300年以上の歴史を持つとされる。かつては王
権や首長権のシンボルで、今も岐阜県の長良川（関市・岐阜市）
の鵜匠は宮内庁職員（式部職鵜匠）である。この牧歌的に
も見える漁猟は、主に観光目的ではあるが、今も山梨から
大分まで、国内10を超す場所で行われている。
本書は、鵜を使った漁猟の研究に基づいて書かれた「鳥
類民俗学」を標榜する研究書である。研究のための調査は、
国内のほか、中国、北マケドニア共和国で行われた。
本書では、鵜の行動特性のほか、各地各国の繁殖・飼育
方法や鵜匠による鵜への働きかけ、野生の鵜の捕らえ方や
道具などが子細に紹介され、徹底した調査が行われたこと
がうかがえる。そしてその成果として、「動物利用の倫理」
や「家畜化（ドメスティケーション）の要因」の新たな解釈が
示されている。
今、日本の鵜飼で使われている鵜は、ウミウの季節移動
のルート上にある茨城県日立市で捕らえられた野生のもの
である。捕獲は、春と秋、おとりを仕掛けた岸壁で行われる。
日本各地の鵜匠は、自ら鳥を捕獲せずとも、必要な数を注
文することで鵜を確保できる環境にある。また、鵜を使っ
て魚を仕掛けに追い込む漁法が行われている北マケドニア
のドイラン湖では、越冬のためにカワウが多く飛来する。
このため漁師は必要な数の鳥を毎年捕獲し、猟期が終わる
と放鳥することができる。
一方、中国では人工繁殖のカワウを漁に使用している。
その理由を著者は、中国ではそもそも野生のカワウを発見

することが難しく、発見できても確実に捕獲できる保証が
ないためと考える。
これまで、人間が特定の地域で特定の動物を家畜化する
のは、「動植物の豊富さやそれに伴う発見」、「捕獲のしやすさ」
が重要な要件とされていた。著者は調査の結果から、逆に「簡
単に捕獲できない動物だからこそ人は繁殖に介入し、家畜
化が起こる」と結論づけた。
さらに、鵜が人に懐き過ぎると漁が成立しなくなるため、
漁猟時、中国では鵜に嫌悪刺激を与えている。これらの事
例から、「飼い慣らす」けれども、同時に、利用に必要な行
動特性を失わせないよう「飼い慣らしすぎない」というか
かわり方（＝リバランス）を見いだしている。
実は本書には、今、上梓されるべき背景がある。それは
京都宇治川で飼育されていた鵜の産卵（2014年）である。
日本では鵜飼の鵜は卵を生まないものとされてきたため、
このニュースは全国の関係者を驚かせた。宇治川の鵜匠と
著者による共同研究の結果、今では産卵の契機となる条件
が突き止められ、人工繁殖の道が開けている。
ウシやヤギを、いったい誰が、何時、家畜にしたのかは、
私たちは知りようもない。けれども今、京都では現在進行形
でウミウのドメスティケーションが行われているのである。
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